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夢の近未来産科モニタリングを目指して










































































































































a. Observed signals 
b. Fetus I 
c. Fetus II 

























































































































190 木村 ─ 夢の近未来産科モニタリングを目指して
化はミトコンドリアのスイッチを止めれば元に戻るこ
とが分かりました．この研究が意味を持つためには，
臨床でも同じことが起きていることを確認しなければ
なりません．現在，この研究を進めているところです．
最　後　に
　今までたくさんの方にお世話になり，やっと，ここ
まで来ることが出来た気がします．しかし，まだまだ
やるべきことが沢山あります．芭蕉が不易流行論を書
いたとき，彼は変わらざる古典（不易）は，日常の一
挙手一投足の中にあると看破しました．これからも一
つ一つを大切に積み上げていけるよう努力をしていき
たいと思っております．御指導御鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます．
　
